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FOBUL（以下フォーブル）とは、Friends of Beppu University Library（別府大

学附属図書館友の会）の略語で、1994 年より図書館に関心のある学生のクラブ「図書館ク

ラブ」として発足されたのが始めである。 
他大学の図書館で「友の会」という名称で行われている催しは、職員などは勿論、学生

も参加できるというような形態のものであることが多いが、フォーブルのように大学のサ

ークルの一環として学生が行っているのは、珍しいようである。 
現在は、20 名ほどの学生が、平日各 1 コマ（1 時間半）、講義の空いている時間を使って

ボランティアを行なっている。 
主な内容は、図書や雑誌、紀要のシェルフ・リーディング（書架の点検・排架）である。

2007 年 11 月より全学科の雑誌が集中排架となったために増えた作業や、2008 年 5 月には

2 号館 1F 書庫の建て直しがあったため、本を一時保管で別の場所に移動する際の梱包作業

も手伝ってもらうなど、その時でなければ関わることのできない作業も随時行ってもらっ

ている。 
フォーブルには、いずれは司書になりたいと、司書課程を受講している学生が多い。そ

のため、実際の図書館の仕事を体験できるのは、学生にとって有益であると思われる。 
2004 年から私が担当しているが、指導の仕方も、学生と対応していきながら少しずつ改

良をして形作っていった。 
4 月の新入生が入る際に、館内の説明を行い、「排架の手順」（資料 1）のマニュアルを渡

して、排架指導を徹底して行う。排架は、最近の貸出の動向であったり、NDC の体系の概

念を理解したり、図書館の所蔵の本のブラウジングの機会や、レファレンスの際の力を養

うために大事である。司書として基礎的な力を作る作業だと感じる。 
4 月は、つきっきりの状態で説明するが、半年もたてば上級生に指導を任せることができ

る。しかし、1 週間に 1 度ということもあり、排架場所が覚えられないということがあった

り、職員の目が届いてないことによる排架ミスも頻繁に起こったりしていたので、2005 年

度より目標を書いてもらい、終わった後の感想や、その時に疑問としたことをノートに記

入してもらうことにした。 
最初は一行しか書かなかった学生も、一人一人に書くようにしているからか、だんだん

と行数が増えていき、自分の考えを伝えてくれているなと感じるのもノートを見る際の楽

しみである。それだけでなく、学生の疑問点に答えたり、次の週の仕事内容を考えたりと

活用している。 
 また、現在はフォーブルが作業しているのに興味を持った学生が、数人だが手伝ってく
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れたりもしている。また、ボランティア終了後、カウンターでノートを書いてもらってい

る際や排架の指導の際など、職員と学生が話しているのを見ることで、気軽に話しかける

ような雰囲気が出ているようである。このように、フォーブルの活動を行いながら、フォ

ーブルを通した利用者の増加や、図書館の職員へ気軽に学生が話しかける雰囲気になれば

と考えている。今年度よりレファレンスの統計をとっているので、また機会がある際に報

告したいと思っている。 
 問題点は、せっかく育ったのに、4 年で卒業してしまう点である。しかも 3 年生、4 年生

は司書だけでなく教職や学芸員など資格を取っている学生もおり、講義数が多く、空きコ

マが 1 コマしかないのにフォーブルの図書館の活動にあてている学生もいる。 
1 年生から 3 年生が主であるため、1 年生からの指導を丁寧に行い、身につけてもらう必

要があると感じている。 
職員の目が届かない部分であったり、学生独自の視点から図書館を見つめて、指摘した

り、提案したりしてほしいなという気持ちがある。以前は、そういった指摘もなされたも

のだったが、最近は欠席する学生も多く、排架以外の作業を教えたいと思っていても、学

生が少ないため、排架だけで終ってしまうのが現状である。ボランティアであるため、こ

ちらとしても、自主性に任せたいと考えている。しかしそう言っていられないような状態

と思う部分もある。 
説明やそれ以前の準備の時間を十分に取り、こちら側も工夫していき、挑戦する気持ち

や意欲を図書館に還元してもらうとともに、後々、社会人になった際に生かしていけるよ

うに働きかけたいと思う。 
 
＜資料 1＞ 
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                         ＜資料 1＞ 

                      
（たちばな・しほ 別府大学附属図書館） 
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